
・力学は計算が大変で最後までたどり着かなかったと思われる。分離するときの相対速度の式と運動量保存
　則を計算した上で水平投射し，さらに条件を代入させて答えを求めさせる久留米大学特有の問題である。
・波動は干渉の問題であった。（6），（9）は干渉の状態を見極める必要があった。
・電磁気は典型的な問題ではあるが，（10）の一様な電場をかける問題でエネルギー保存則で求めないといけ
　ないことに気が付けたかが鍵となる。


